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うとして､珍 しい果物や飲み物を勧め､巧言令色を弄 しても ｢生憎その勧誘は一度も効を
奏さなかった｡それは僕が養家の父母を､- 殊に伯母を愛してゐたからだった｣ (｢点鬼簿
｣)｡しかし､芥州 まこの伯母と衝突もよくしたらしいO初恋の誉田弥生に求婚 しようと
する芥川は､ ｢家のものにその昔をもち出した そして烈しい反対をうけた 伯母が夜
通 しないた 僕も夜通 しないた｣と､友人の恒藤恭に話した (注1)｡･それから､ ｢或阿

























































｢｢江東尋剃 登 校に入学した時点を枯すのではなく､多分高等科一年に進級 した明治三十
五年 (一九〇二年)､龍之介が十-歳の頃だったであろう｡少年芥1日の漢文勉強の噂矢と見られる
この学習について､本人がそれほど評価しなかったけれども､漢文への開眼という点で見
れば､とても重要な意味を持っている.二 ､ 中 国 二文 学 と の 接 一点小学校の頃の龍之介は､体
が弱かったせいか､学校で同級生の杉浦誉四郎にいじめられたことがある｡｢追憶｣
















(､ ｢ ､ J ( ､･
いことは芥川が後に作家になったときに抱懐 した歴史小説観を予示 していると見てよいで
あろうo l . .r l
明治四十三 (一九一〇)年､中学校を卒業し､成績が優秀だったため､無試験で第-高
等学校第一雲拓乙類 (文科)に入学 したOここで､久米正雄 ･恒藤 (旧姓､井川)恭 ･菊地














パ IJモントも面白かった 全編を通 じて伏字が多いのには恐れる､冷笑を僕が好むの
は云ふ迄もない､軟石近什の中では夢十夜を最も愛すね 殊に第一夜と第六夜と第七
夜がいゝ 最屡 〟くりかへしてよンだのは三冊の中で淑右近什だった
芥川龍之介は友人の山本喜曹司に 『冷笑』と F軟石近什』と 『六人集』を推薦 し､符に軟






｢ ､ / ( ･ヽ
DRAMS』を読んだところで､ ｢THE AULIS DIFFⅠCULTY｣が最
も心を惹くと車いた後､
･t/ II . _ .
今日朝来微雨独座して許丁卯の詩集を播く一味の暗慾の霧の如 く人に迫るを感じ候殊









たのであろうO ド'R トエフスキーの似顔絵を書いたり (注8)､友人同士でロシア耽りの
あだ名をつけあったりする (注9)ほどの有り様である｡それから､中学校の友人西川英
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うちに多かるべ童を思ふ時此 F多かるぺLjと云ふ準泰は F早晩君僕を去 り絵はむ』の不
安を感ぜしめ此不安は更にかなし畠嫉妬を脅し来 り侯｣と書き､ このかなしき嫉妬は ｢僕
をして淋しき物思に沈ましめ侯 かゝる物思のさびし軍は此頃になりてはじめてしみじみ
味はひしものに候｣となり､それからその淋しさの中に熱いものが絶えずに燃えていると














｢ . 彼のこか う心境を癒すことがで重なか-たのか､芥川鮎 介はロシア文学に達-た｡そ
のため､厭世的になったoLかLl高等学校の後半期からは 『遊仙劇 などの- 幻想ノ小
説の影響で､-転して現実離れの怪奇に趣味を持つようになったO厭世主義も怪奇趣味も､
作家芥川龍之介の形成に大きな役割を果たしているO















語』や 『努燈新語JやF五才子書』や F金瓶梅jなどのような ｢古ぼけた｣本であった (注
19)O大正十年発表の小品 ｢奇遇｣ (F中央公論』掲載)の題材はこの F努燈新話』の ｢消
磨奇遇記｣であるほか､ ｢雑輩｣(『人間J大正九 ･九～一二)の ｢痴情｣の項で､｢『金
瓶梅』巻の小説､西洋に果してありや香や｡｣と書いたOこの F金瓶梅』は先の 『遊仙窟』













に ｢自分を理解する事の出来ない女をもらふな｣である｡理解については､ ｢理解 し得る得ない












は詩人であり､′j儲 家であり､また劇作家でもある｡芥川龍之介は ｢愛読書の印象｣ (F文
章倶楽部』大正九 リt)に ｢中学を卒業してから色んな本を読んだけれども､特に愛読 し
た本といふものはないが､概して云ふと､ワイル ドとかゴーチエとかいふやうな絢燭とし
た小説が好童であった｣と言うように､かなり早い時期からワイル ドを読んでいたO大正




九月迄気楽に且読み且遊ばる がゝよかるべく侯サロメをかきたる 附LDEに DEPROFU
NDⅠS(frozDtheDepth)と云ふがありBALLADSOFREAD川GCAOLの詩と共に獄中の
感想記に候へども 川TENTIONと称する ESSAyを集めたるものと共に 官rLDEの思想
をしるには最よろしかるペくたしか丸書にも中西屋にも十志の版が来てゐたと息ひ候
僕も五年生のときひろひよみし事ありで -Thefinalmysteryisoneself"など云ふ










′ i- Orerealthanlife･･など云ふ句も此中にあったと思ひ候l lワイルドの代
表作 ｢ドリアン グレーの肖像｣･｢ウインダミア美人の扇｣I｢理想の夫｣･｢サロメ｣





をもとに､ ｢Gaity座の 『サロメ』｣を書いた (『女性』大正十四 ･八)｡観劇で感
激を受けた芥川龍之介は､ワイル ドの戯曲だけではなく､彼の諒とか､小
説とか､童話などにも興味を示すようになったOまた､小説を読むときに､その ｢美しき描写と
の傾倒の様子は､ ｢あの頃の自分の事｣ (『中央公論』大正八 ･- -)で､ ｢読んだ本









































大正四年二月二十八日 恒藤恭宛の書簡｡(注2) 恒藤恭 『旧友芥川龍之介j
a(注3) ｢文学好きの家慶から｣､ F文章倶楽部j 大正七年一月｡4
) 恒藤恭 F旧友芥川龍之介』 ｡(注5 しかし､恒藤掛 まこの箇所を否定的
に見ているOつまり､これは芥JrJの虚構である｡なぜなら､芥川の養母は決して
｢ ･ヽ
｢ 二 ､･ ド
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いる｡ (｢青年芥川の面影｣､ 『近代文学産業講座 第十一巻芥川龍之介』
角川書店 昭和三十三 ･六 ･五)
(注 6) 恒藤恭 ｢青年芥川の面影｣､ 『近代文学鑑賞講座 第十一巻芥川龍之介』
角川書店 昭和三十三年六月五日｡
(注7) 佐々木充氏の清掃によると､芥川の作品の中で､ ｢死相｣ (未定稿､執筆は
中学の最高年寂から高等学校の初年級までの間と推定)･｢歯音｣ (′)＼説､
初出不祥) ･｢南瓜｣ (′J､品､大正七 ･二 ･二四､ 『読売新聞』) ･｢窓｣
(小説､大正八 ･二推定)･｢着物｣ (小説､初出不祥)･｢招｣ (小説､

































十二日､藤岡蔵六宛手紙O(注20) 恒藤恭 ｢青年芥川の面影｣､ 『近代文学鑑賞講
座 第十一巻芥川龍之介』角川書店








治四三 ･六 ･二二､山本書誉司宛)､荷風の享楽主義とか (明治四五 ･四 ･一
三､山本書誉司宛)､藤村の F破戒』とか (大正二 ･八 ･一二.浅野三千三
宛)､当代作家に関心を示し､彼らの作品を読んだ形跡が伺える
(､
